
グループディスカッション 発表 

テーマ 背景 

Ａ 

コーディネータの養成 

 

産学官連携の重要性･必要性は言うまでもないが、企業にとって大学の敷居は高く、大学のリソースを活用した新しい技術や製

品の開発が成功した例は少ない。企業のニーズを吸い上げ大学シーズとのマッチングを進めるには、コーディネータの存在とその

スキルの向上がますます重要性を増しており、コーディネータの養成に関する課題などについて情報を共有し、解決策のヒントを

探る。 
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グループ② 

 
 

 

  



テーマ 背景 

Ｂ 

コーディネータによる企業

課題の明確化 

 

企業にとっては、新たに開発する製品が市場に受け入れられ、収益の向上につながることが重要であるが、その課題がどこにあ

るのかブレイクダウンされておらず、適切なシーズや知見を持つ大学研究者を見つけ出すことが困難な場合が多い。コーディネー

タには、企業の課題を分析し明確化した上で、研究者とのマッチングを図る役割が求められ、かつ事業として利益を生むためのコ

スト意識やスピード感も併せ持つ必要がある。コーディネータによる企業課題の明確化のポイントはどこにあるのか、参加者の成

功・失敗経験を互いに共有し課題解決のヒントを探る。 

 

グループ③ 

 
 

 

  



グループ④ 

 
 

 

 

  



テーマ 背景 

Ｃ 

オープンイノベーションの

ためのネットワークの構築 

 

企業の開発課題を分析した結果、他の企業がもつ技術の適用や、複数の大学や研究機関との連携が有効であり、そのようなオー

プンイノベーションを実現することで、より効率的に研究開発・事業化に取り組むことが可能となる場合がある。従来の産学官連

携のみならず、オープンイノベーションを促進するより効果的なネットワークを形成するためのヒントを探る。 

 

グループ⑤ 

 

 

  



グループ⑥ 

 
 

 

 

  



テーマ 背景 

Ｄ 

持続可能なネットワークの

構築 

 

コーディネータの持つネットワークは属人的であることが多く、退任によりそのネットワークが活用できなくなる場合がしばし

ば見受けられる。ネットワークを共有化し、企業・大学・国研・公試設などとの連携ネットワークを持続的なものとするためのヒ

ントを探る。 
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グループ⑧ 

 

 

 

 

以 上 


